
社会文化科学教育部前期課程 法政・紛争解決学専攻 法政・紛争解決学研究コース カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

当該課程の標準修業年限 2 年以上在学し、特別研究 I（4 単位）及び指定されている必修科目を含めて 26 単位以上修得し、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文又は特定の課題に関する研究の成
果（以下「特定課題研究等」という。）の審査及び最終試験に合格すれば特別研究 II（4 単位）が認定され、本専攻を修了することができる。修了した者には、修士の学位が授与される。ただし、
1 年コース在学者は 1 年の在学で修了することができる。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：

法学、政治学、行政学、政策科学、経済学、交渉紛争解決学等に関連する幅広い学術分野の科目や実践的な科目、現場への参加や実務的な課題への取組み等のプログラムを組み合わせることによ
り、法、公共政策、紛争解決に関する課題の解決に実践的に取組む、あるいは研究するために必要な知識・能力の修得を目指す。科目の選択にあたっては、研究内容、進路に応じて編成されたク
ラスタの選択を中心に行う。
法政・紛争解決学研究コースでは、法学、公共政策学、交渉紛争解決学の基礎的研究能力と、幅広い視野とスキ -49- - 3 -ルを兼ね備えた国際的に通用する法学、政策学、交渉紛争解決学の研究者と
しての能力の修得を目指したカリキュラムを編成する。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

紛争解決学

基本科目群

発展科目群

法学、公共政策学、交渉紛争解決学が対象
とする課題の解決あるいは研究に必要な理
論的な知識や分析能力が修得できるカリ
キュラムを編成する。法・公共政策実践
コースや交渉紛争解決実践コースでは、特
に、身に付けた知識を実践に応用するため
の技術や知識の修得に力を入れる。基礎科
目、基本科目、先端展開科目のいずれの領
域においても、開講する科目には講義科目
と演習科目を配するとともに、段階的に専
門知識・技能及び研究力が育成されるよう
に工夫し、各領域における重要文献、事例
研究を通して、幅広く深い学識と高度な専
門性に裏付けられた課題発見能力・原因探
求能力・課題解決能力を育成し得るカリ
キュラムを編成する。

法学、公共政策学、交渉紛争解決学に
関係する分野を中心に幅広い学術分野
から科目を構成するとともに、各分野
が対象とする社会の諸問題、状況・動
向等に対する知識を修得できるようカ
リキュラムを編成する。研究課題（修
士論文・特定課題研究等）に関連性の
ある科目を体系的に履修することに加
えて、周辺領域の科目を履修すること
により、専攻科目の分野に限定されな
い学際的領域の理解の重要性を認識し、
法的な課題発見・原因探求・課題解決
のための手法以外に、社会の諸問題に
対応するために必要とされる深奥な教
養力を育成するカリキュラムを編成す
る。特に交渉紛争解決実践コースでは、
交渉紛争解決の専門家に要求される理
解力・洞察力や、コンフリクトに対す
る柔軟な実践・研究能力を修得できる
カリキュラムを編成する。

現代社会に生起する複雑多様化した課題の
発見・原因の探求・課題の解決のためには、
特定の領域に焦点を当てる視野だけでは不
十分であることを認識し、研究課題に関す
る外国の状況を調査するための文献収集や
収集した文献の講読を通してグローバルな
視野と行動力を育成するカリキュラムを編
成する。また国際的なシンポジウム・学会
への参加や海外への研修等のプログラムを
構成する。特に交渉紛争解決実践コースで
は、対話等による紛争解決と合意形成と協
働の理論と技法について高度な知識を身に
付けることにより、実社会の紛争場面にお
けるグローバルな実践的能力を修得できる
カリキュラムを編成する。

社会各層の現場への参加や実務的な課題への
取組み等のプログラムにより、地域社会の課
題に対する取組み方法あるいは解決への道
筋を示す能力を修得できるカリキュラムを編
成する。特に、法・公共政策実践コース、
交渉紛争解決実践コースでは、高度専門職業
人として主導的役割を担っている人や学会
をリードする創造性豊かな研究者による授業
を開講するなど、高度な専門的知識・技能及
び研究力、学際的領域を理解できる深奥な
教養力及びグローバルな視野と行動力の他に、
地域社会を牽引するリーダー力を育成する
ために必要なカリキュラムを編成する。

法学研究

政治学研究

経済学研究

紛争解決学研究

憲法演習 民法演習 刑法演習 法社会学演習法哲学演習
公共哲学 行政法演習 日本政治外交史論 国際関係論演習
環境政策論 経済政策論 地域政策論 公共経済論 地方財政論
公共紛争解決論 民事紛争解決論 雇用紛争解決論

行政法西洋法制史 商法 民事訴訟法 社会保障法 経済法

政治思想史 行政学 外交史 国際関係論 財政学 国際経済学

憲法時事問題演習 民法時事問題演習 刑法時事問題演習



社会文化科学教育部前期課程 法政・紛争解決学専攻 法・公共政策実践コース カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

当該課程の標準修業年限 2 年以上在学し、特別研究 I（4 単位）及び指定されている必修科目を含めて 26 単位以上修得し、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文又は特定の課題に関する研究の成
果（以下「特定課題研究等」という。）の審査及び最終試験に合格すれば特別研究 II（4 単位）が認定され、本専攻を修了することができる。修了した者には、修士の学位が授与される。ただし、
1 年コース在学者は 1 年の在学で修了することができる。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：

法学、政治学、行政学、政策科学、経済学、交渉紛争解決学等に関連する幅広い学術分野の科目や実践的な科目、現場への参加や実務的な課題への取組み等のプログラムを組み合わせることによ
り、法、公共政策、紛争解決に関する課題の解決に実践的に取組む、あるいは研究するために必要な知識・能力の修得を目指す。科目の選択にあたっては、研究内容、進路に応じて編成されたク
ラスタの選択を中心に行う。
法・公共政策実践コースでは、現代社会に生起する複雑多様化した法的・公共政策的諸問題の理論的解決を図ることができる高度専門職業人として法、公共政策に関する理論や法解釈力、政策分
析能力、政策形成のための知識と技術、企画・運営能力の修得を目指したカリキュラムを編成する。

法学、公共政策学、交渉紛争解決学が対象
とする課題の解決あるいは研究に必要な理
論的な知識や分析能力が修得できるカリ
キュラムを編成する。法・公共政策実践
コースや交渉紛争解決実践コースでは、特
に、身に付けた知識を実践に応用するため
の技術や知識の修得に力を入れる。基礎科
目、基本科目、先端展開科目のいずれの領
域においても、開講する科目には講義科目
と演習科目を配するとともに、段階的に専
門知識・技能及び研究力が育成されるよう
に工夫し、各領域における重要文献、事例
研究を通して、幅広く深い学識と高度な専
門性に裏付けられた課題発見能力・原因探
求能力・課題解決能力を育成し得るカリ
キュラムを編成する。

法学、公共政策学、交渉紛争解決学に
関係する分野を中心に幅広い学術分野
から科目を構成するとともに、各分野
が対象とする社会の諸問題、状況・動
向等に対する知識を修得できるようカ
リキュラムを編成する。研究課題（修
士論文・特定課題研究等）に関連性の
ある科目を体系的に履修することに加
えて、周辺領域の科目を履修すること
により、専攻科目の分野に限定されな
い学際的領域の理解の重要性を認識し、
法的な課題発見・原因探求・課題解決
のための手法以外に、社会の諸問題に
対応するために必要とされる深奥な教
養力を育成するカリキュラムを編成す
る。特に交渉紛争解決実践コースでは、
交渉紛争解決の専門家に要求される理
解力・洞察力や、コンフリクトに対す
る柔軟な実践・研究能力を修得できる
カリキュラムを編成する。

現代社会に生起する複雑多様化した課題の
発見・原因の探求・課題の解決のためには、
特定の領域に焦点を当てる視野だけでは不
十分であることを認識し、研究課題に関す
る外国の状況を調査するための文献収集や
収集した文献の講読を通してグローバルな
視野と行動力を育成するカリキュラムを編
成する。また国際的なシンポジウム・学会
への参加や海外への研修等のプログラムを
構成する。特に交渉紛争解決実践コースで
は、対話等による紛争解決と合意形成と協
働の理論と技法について高度な知識を身に
付けることにより、実社会の紛争場面にお
けるグローバルな実践的能力を修得できる
カリキュラムを編成する。

社会各層の現場への参加や実務的な課題へ
の取組み等のプログラムにより、地域社会
の課題に対する取組み方法あるいは解決へ
の道筋を示す能力を修得できるカリキュラ
ムを編成する。特に、法・公共政策実践
コース、交渉紛争解決実践コースでは、高
度専門職業人として主導的役割を担ってい
る人や学会をリードする創造性豊かな研究
者による授業を開講するなど、高度な専門
的知識・技能及び研究力、学際的領域を理
解できる深奥な教養力及びグローバルな視
野と行動力の他に、地域社会を牽引する
リーダー力を育成するために必要なカリ
キュラムを編成する。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

紛争解決学（必修科目）

基
礎
科
目
群

基
本
科
目
群

発
展
科
目
群

日本法基礎
公法基礎
民事法基礎

刑事法基礎

社会法基礎

公共政策学基礎

経済学基礎

法哲学
西洋法制史
法社会学
外国法
憲法
行政法

租税法

民法（財産法）

民法（家族法）

商法

民事訴訟法

刑法

刑事訴訟法

刑事政策

労働法

社会保障法

経済法

知的財産法

国際法

国際私法

政治学

政治思想史

行政学

外交史
国際関係論

地域政策

公共経済学

環境経済学

財政学

国際経済学

臨床倫理論

社会学方法論

地域社会論
医療・福祉社
会論

エクスターン
シップ
西洋法制史演
習
国際法模擬裁
判
財産法演習

民法判例演習

商法事例演習

会社法演習

民事訴訟法事
例演習

環境問題と
財政
憲法時事問
題演習
民法時事問
題演習
刑法時事問
題演習

事業再生法

行政ガバナ
ンス論

外国人法務

憲法演習
行政法演習
民法演習
行政学演習
公共紛争解決
論
知的財産法演
習
国際取引法演
習
経済法演習
アジア法
比較民事手続
法

国際法演習

国際関係論演習

国際経済学演習

グローバル環境
政策論
中小会社法

雇用紛争解決論

商事紛争解決論

民事紛争解決論

租税法演習
労働法演習

年金問題と法
環境政策論
経済政策論
日本政治外交史
論

現代政治行政論

地方財政論
公共哲学
地域政策論

都市交通政策論

地域社会政策論

公共政策マネジ
メント
民事訴訟法演習

刑事訴訟法演習

商法演習
刑事法実務（模
擬裁判）
民事法実務

医療法務

災害と法

社会保障法務



社会文化科学教育部前期課程 法政・紛争解決学専攻 交渉紛争解決実践コース カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

当該課程の標準修業年限 2 年以上在学し、特別研究 I（4 単位）及び指定されている必修科目を含めて 26 単位以上修得し、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文又は特定の課題に関する研究の成
果（以下「特定課題研究等」という。）の審査及び最終試験に合格すれば特別研究 II（4 単位）が認定され、本専攻を修了することができる。修了した者には、修士の学位が授与される。ただし、
1 年コース在学者は 1 年の在学で修了することができる。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：

法学、政治学、行政学、政策科学、経済学、交渉紛争解決学等に関連する幅広い学術分野の科目や実践的な科目、現場への参加や実務的な課題への取組み等のプログラムを組み合わせることによ
り、法、公共政策、紛争解決に関する課題の解決に実践的に取組む、あるいは研究するために必要な知識・能力の修得を目指す。科目の選択にあたっては、研究内容、進路に応じて編成されたク
ラスタの選択を中心に行う。
交渉紛争解決実践コースでは、紛争変容論、ダイアローグ実践論、交渉論、平和構築論などの視点から、問題事例・対話事例・紛争解決事例の分析を重ね、対話等による紛争解決と合意形成と協
働の理論と技法について高度な知識を修得できるカリキュラムを編成する。

特別研究Ⅰ（タームペーパー）

特別研究Ⅱ（修士論文or特別課題研究）

紛争解決学（専攻で唯一の必修科
目）

基礎科目群

発展科目群

法学、公共政策学、交渉紛争解決学が対象
とする課題の解決あるいは研究に必要な理
論的な知識や分析能力が修得できるカリ
キュラムを編成する。法・公共政策実践
コースや交渉紛争解決実践コースでは、特
に、身に付けた知識を実践に応用するため
の技術や知識の修得に力を入れる。基礎科
目、基本科目、先端展開科目のいずれの領
域においても、開講する科目には講義科目
と演習科目を配するとともに、段階的に専
門知識・技能及び研究力が育成されるよう
に工夫し、各領域における重要文献、事例
研究を通して、幅広く深い学識と高度な専
門性に裏付けられた課題発見能力・原因探
求能力・課題解決能力を育成し得るカリ
キュラムを編成する。

法学、公共政策学、交渉紛争解決学に
関係する分野を中心に幅広い学術分野
から科目を構成するとともに、各分野
が対象とする社会の諸問題、状況・動
向等に対する知識を修得できるようカ
リキュラムを編成する。研究課題（修
士論文・特定課題研究等）に関連性の
ある科目を体系的に履修することに加
えて、周辺領域の科目を履修すること
により、専攻科目の分野に限定されな
い学際的領域の理解の重要性を認識し、
法的な課題発見・原因探求・課題解決
のための手法以外に、社会の諸問題に
対応するために必要とされる深奥な教
養力を育成するカリキュラムを編成す
る。特に交渉紛争解決実践コースでは、
交渉紛争解決の専門家に要求される理
解力・洞察力や、コンフリクトに対す
る柔軟な実践・研究能力を修得できる
カリキュラムを編成する。

現代社会に生起する複雑多様化した課題の
発見・原因の探求・課題の解決のためには、
特定の領域に焦点を当てる視野だけでは不
十分であることを認識し、研究課題に関す
る外国の状況を調査するための文献収集や
収集した文献の講読を通してグローバルな
視野と行動力を育成するカリキュラムを編
成する。また国際的なシンポジウム・学会
への参加や海外への研修等のプログラムを
構成する。特に交渉紛争解決実践コースで
は、対話等による紛争解決と合意形成と協
働の理論と技法について高度な知識を身に
付けることにより、実社会の紛争場面にお
けるグローバルな実践的能力を修得できる
カリキュラムを編成する。

社会各層の現場への参加や実務的な課題
への取組み等のプログラムにより、地域
社会の課題に対する取組み方法あるいは
解決への道筋を示す能力を修得できるカ
リキュラムを編成する。特に、法・公共
政策実践コース、交渉紛争解決実践コー
スでは、高度専門職業人として主導的役
割を担っている人や学会をリードする創
造性豊かな研究者による授業を開講する
など、高度な専門的知識・技能及び研究
力、学際的領域を理解できる深奥な教養
力及びグローバルな視野と行動力の他に、
地域社会を牽引するリーダー力を育成す
るために必要なカリキュラムを編成する。

法学経済学基本７科
目を学び紛争解決
ディシプリンを獲得

基本科目群 研究目的に沿う法学
経済学社会学を学ぶ

紛争変容の理論
と技法 交渉の理論と技

法 ダイアローグ実践
論

ダイアローグ実践演
習 ファシリテーション

演習

ケース分析・フィールド演
習



社会文化科学教育部前期課程 現代社会人間学専攻 東アジア・ビジネス・コミュニケーション専門職コース カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

当該課程の標準修業年限 2 年以上在学し、特別研究 I（4 単位）及び指定されている必修科目を含めて 26 単位以上修得し、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文又は特定の課題に関する研究の成
果（以下「特定課題研究 等」という。）の審査及び最終試験に合格すれば特別研究 II（4 単位）が認定され、本専攻を修了することができ る。修了した者には、修士の学位が授与される。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グローバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：コミュニケーション情報学、比較文化・社会論、哲学、倫理学、社会学、言語学、地理学、芸術学、心理学、 文化人類学等広範囲な学術領域及びそれらを融合して構築される
諸領域において、学際的な研究の発展を担うた めに必要な知識・能力を修得できるカリキュラムを編成する。授業科目は、主として(1)特別研究 I（1 年次の必修科目であり、最新の理論や実践的成
果を扱うゼミナールと研究計画・経過の発表討論を行う）、(2)個別演習（各専門的な分野に即した調査・分析能力の強化を目標とする科目であり、内容に応じてゼミナール、フィールドワークま
たはワークショップが行われる）、(3)特別研究 II（複数の指導教員からの修士論文作成に向けての個別指 導）からなる。これらに加えて、教員と学生の共同研究プロジェクト（「プロジェクト研
究」として単位化）を実 施している。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

日中比較社会論・経営論・文化論、日本
語文書作成演習、コミュニケーション
論・異文化間コミュニケー ション演習、
ワークショップ型演習など、日中両国の
文化・社会・経済活動の特性や相違につ
いて幅広く理解した上で高度な日本語能
力を駆使できるよう編成する。

異文化コミュニケーションなどにより、
歴史的、地理的面から異文化研究に必
要な人間科学および社会科 学に関す
る幅広い知識を修得できるカリキュラ
ムを編成する。

語学力を基礎に日中間のみならず世界的
なビジネス現場及び教育現場で活躍し得
る実践的能力を修得でき るカリキュラム
を編成する。

地域社会に就職できる能力を修得できるカ
リキュラムを編成する。

日本語文書作成演習 ワークショップ型演習

日中比較社会論 日中比較文化論

異文化間コミュニケーション演習日中比較経営論 東アジア現代経済論

東アジア文化交渉史論
プロジェクト研究 コミュニケーション論



社会文化科学教育部前期課程 現代社会人間学専攻 先端倫理学研究コース カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

当該課程の標準修業年限 2 年以上在学し、特別研究 I（4 単位）及び指定されている必修科目を含めて 26 単位以上修得し、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文又は特定の課題に関する研究の成
果（以下「特定課題研究等」という。）の審査及び最終試験に合格すれば特別研究 II（4 単位）が認定され、本専攻を修了することができる。修了した者には、修士の学位が授与される。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：コミュニケーション情報学、比較文化・社会論、哲学、倫理学、社会学、言語学、地理学、芸術学、心理学、 文化人類学等広範囲な学術領域及びそれらを融合して構築される諸領域において、学際
的な研究の発展を担うために必要な知識・能力を修得できるカリキュラムを編成する。授業科目は、主として(1)特別研究 I（1 年次の必修科目であり、最新の理論や実践的成果を扱うゼミナールと研究計画・経過の発表討
論を行う）、(2)個別演習（各専門的な分野に即した調査・分析能力の強化を目標とする科目であり、内容に応じてゼミナール、フィールドワ ークまたはワークショップが行われる）、(3)特別研究 II（複数の指導教員からの
修士論文作成に向けての個別指 導）からなる。これらに加えて、教員と学生の共同研究プロジェクト（「プロジェクト研究」として単位化）を実 施している。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

現代社会の倫理的諸問題を理論的・実証的
に研究するために必要な、生命倫理学、環
境倫理学、ビジネス倫理学、脳神経倫理
学、政治哲学等の現代の倫理学に関する高
度な知識とともに倫理学理論に関する高度
な知識を修得できるカリキュラムを編成す
る。

生命倫理学、環境倫理学、ビジネス倫
理学、脳神経倫理学、政治哲学等の現
代の倫理学の研究に不可欠な生命科学、
自然科学、社会科学の幅広い知識を修
得できるカリキュラムを編成する。

語学力を基礎に、世界における現代の倫
理的諸問題の研究に必要な普遍的な視野
を修得できるカリキュラムを編成する。

現代の倫理的諸問題の研究において、普遍
的視野と問題の生じる現場の知識を修得し、
地域における倫理的諸問題解決に主導的に
貢献する能力を修得できるカリキュラムを
編成する。

倫理学基礎論

現代倫理論

先端倫理調査研究

医療法務

法社会学演習 交渉の理論と技法

修士論文

プロジェクト研究



社会文化科学教育部前期課程 現代社会人間学専攻 フィールドリサーチ研究コース カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

当該課程の標準修業年限 2 年以上在学し、特別研究 I（4 単位）及び指定されている必修科目を含めて26 単位以上修得し、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文又は特定の課題に関する研究の成
果（以下「特定課題研究等」という。）の審査及び最終試験に合格すれば特別研究 II（4単位）が認定され、本専攻を修了することができる。修了した者には、修士の学位が授与される。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：コミュニケーション情報学、比較文化・社会論、哲学、倫理学、社会学、言語学、地理学、芸術学、心理学、 文化人類学等広範囲な学術領域及びそれらを融合して構築される諸領域において、学際的
な研究の発展を担うために必要な知識・能力を修得できるカリキュラムを編成する。授業科目は、主として(1)特別研究 I（1 年次の必修科目であり、最新の理論や実践的成果を扱うゼミナールと研究計画・経過の発表討論を行
う）、(2)個別演習（各専門的な分野に即した調査・分析能力の強化を目標とする科目であり、内容に応じてゼミナール、フィールドワークまたはワークショップが行われる）、(3)特別研究 II（複数の指導教員からの修士論文
作成に向けての個別指導）からなる。これらに加えて、教員と学生の共同研究プロジェクト（「プロジェクト研究」として単位化）を実 施している。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

社会学・地域社会学・文化人類学・地理
学・言語学・芸術学・比較文学のいずれか
の分野における国内外のフィールドでの
研究方法に関する高度な知識を持ち、研究
課題に応じて調査を立案・実施し、報告書
をまとめることを通じ、当該分野に新た
な知見を加える能力を修得できるカリキュ
ラムを編成する。

人間科学および社会科学に関する幅広
い知識を修得できるカリキュラムを編
成する。

英語あるいは他の外国語の論文を参照する
ことにより国内外における研究動向を俯瞰
し、自分の研究内容を英語または他の外国
語で説明する能力を修得できるカリキュラ
ムを編成する。

先端的な知識を一般の人にも分かるよう
に説明できる能力を修得できるカリキュ
ラムを編成する。

フィールドリサー
チ方法論

フィールドリサーチ実習
Ⅰ（社会文化調査実習）

フィールドリサーチ実
習Ⅱ（言語調査実習）

フィールドリサーチ実
習Ⅲ（民俗調査実習）

フィールドリサーチ実
習Ⅳ（地理調査実習）

フィールドリサーチ実習
Ⅴ（芸術学調査実習）

プロジェク
ト研究Ⅱ

現代言語理論 社会文化理論 地域科学理論

現代言語
文化論

現代言語
構造論

現代芸術論

比較文化論

現代社会論 現代文化論

医療・福祉社会学

地域社会論

地域空間論

地域情報論

地域構造論 地域文化論

地域環境論

地域生活論

地域調査論



社会文化科学教育部前期課程 現代社会人間学専攻 認知哲学・心理学研究コース カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

当該課程の標準修業年限 2 年以上在学し、特別研究 I（4 単位）及び指定されている必修科目を含めて 26 単位以上修得し、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文又は特定の課題に関する研究の成
果（以下「特定課題研究等」という。）の審査及び最終試験に合格すれば特別研究 II（4 単位）が認定され、本専攻を修了することができる。修了した者には、修士の学位が授与される。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：コミュニケーション情報学、比較文化・社会論、哲学、倫理学、社会学、言語学、地理学、芸術学、心理学、 文化人類学等広範囲な学術領域及びそれらを融合して構築される諸領域において、学際的
な研究の発展を担うために必要な知識・能力を修得できるカリキュラムを編成する。授業科目は、主として(1)特別研究 I（1 年次の必修科目であり、最新の理論や実践的成果を扱うゼミナールと研究計画・経過の発表討論を行
う）、(2)個別演習（各専門的な分野に即した調査・分析能力の強化を目標とする科目であり、内容に応じてゼミナール、フィールドワ ークまたはワークショップが行われる）、(3)特別研究 II（複数の指導教員からの修士論文
作成に向けての個別指導）からなる。これらに加えて、教員と学生の共同研究プロジェクト（「プロジェクト研究」として単位化）を実 施している。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

哲学あるいは心理学を深く研究し、人間
の諸問題を論理的・実証的に解決する能
力を養う。
哲学では、外国語による哲学のテキスト
を議論しながら読み進めることで、読解
力と哲学思考の能力を培う。また、教員
との一対一の面談指導をつうじて、論文
作成能力を養う。
認知心理学では、行動測定を通して心
の働きを実証的に調べるために必要な知
識と実験的技能を修得できるカリキュラ
ムを編成する。

認知科学および隣接諸科学に関する高
度な知識を修得できるカリキュラムを
編成する。

英語で読み書き話す力を身に付ける。
とりわけ認知心理学においては、海外で
の学会発表もできる能力を修得できるカ
リキュラムを編成する。

先端的な知識を一般の人にも分かるよう
に説明できる能力を修得できるカリキュ
ラムを編成する。

認知科学論

心の哲学研究

言語哲学研究

認知現象論

「記号と情報」研究

実践的人間学

実験心理学特論

知覚心理学特論

認知神経科学特論

認知心理学特論

音響心理学特論

脳神経科学特論

発達心理学特論

社会心理学特論

教育心理学特論

臨床心理学特論



社会文化科学教育部前期課程 文化学専攻 文化行政・学芸員専門職コース カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

当該課程の標準修業年限 2 年以上在学し、特別研究 I（4 単位）及び指定されている必修科目を含めて 26 単位以上修得し、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文又は特定の課題に関する研究の成果（以下
「特定課題研究等」という。）の審査及び最終試験に合格すれば特別研究 II（4 単位）が認定され、本専攻を修了することができる。修了した者には、修士の学位が授与される。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：本専攻は、文化行政・学芸員専門職コース、高校国語教員専門職コース、英語教育専門職コースの 3 専門職コ -61-ースと歴史学研究コース、日本・東アジア文化学研究コース、欧米米文
化学研究コースの 3 研究コースからなる。歴史学・考古学・民俗学・言語・文学等の諸領域において、専門職コースでは、学術的知見を基盤に実践的能力を養い高度専門職業人を養成する観点から、履修計画
に従った科目を段階的に設定し、研究コースでは、それぞれの学術領域の基礎を修め、博士後期課程において専門を深めうる研究の担い手を養成する観点からカリキュラムを編成している。1 年次にタームペー
パー、2 年次に修士論文を提出する。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

本専攻では、歴史学、考古学、民俗学、日
本･東アジアの言語と文学、欧米の言語と文
学の諸領域について専門的知識を獲得する

ためにカリキュラムを編成している。文化行
政・学芸員、高校国語教員、英語教育の各
専門職コースにおいては、加えて実習、演習

等の実践的なカリキュラムを、歴史学、日本・
東アジア文化学、欧米文化学の各研究コー

スでは、文献・史料の読解・分析能力を修得
するようカリキュラムを編成している。

文化行政・学芸員専門職コースでは、文
化財行政等に関する共通プログラムと
専門教育プログラムを組み合わせ、高

校国語教員専門職コースでは、関連科
目を幅広く、英語教育専門職コースでは、
言語学・教育学・心理学等の学際的領

域と関わる科目を履修させている。研究
コースでは、日本、東アジア、欧米の文
化を分野横断的及び学際的に捉え研究

できる能力を育成しており、専攻としてカ
リキュラムを学際的に構成している。

グローバルな実践能力を修得するカリキュラ
ムを編成している。英語教育専門職コースで
は、異文化理解のための教育実践能力を高

める科目を提供している。日本、東アジアを
含む広い視野に立脚した研究能力を修得す
るため、歴史学研究コースでは実習・実地

調査を、日本・東アジア文化学研究コースで
は、フィールドワーク等の方法論を実施する。

欧米文化学研究コースでは、外国の大学等
での修得単位を修了要件単位に算入してい
る。

地域のリーダー力を育成するカリキュラムを
編成している。文化行政・学芸員専門職コー
スでは、地域の文化行政を担当する能力の

修得を目的として、インターンシップ等をカリ
キュラム化している。高校国語教員、英語教

育専門職コースでは、地域の現職高校教員
を対象に、実践的指導力を育成する演習科
目等を提供している。歴史学研究コースで

は、地域の歴史研究とともに、遺跡や古文書、
地域の民俗を対象とした調査実習を行って
いる。

修士論文・特定の課題に関する研究

考古学資料論 東アジア資料論演習

東アジア考古学 日本考古学

民俗資料論 民俗形成論

民俗学実習 民俗芸能論

地域資料論 文献資料論

日本近代史論 日本政治・経済史論

文化財保護論 文化行政特論 博物館経営論特論 地域博物館演習 インターンシップ



社会文化科学教育部前期課程 文化学専攻 高校国語教員専門職コース カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

当該課程の標準修業年限 2 年以上在学し、特別研究 I（4 単位）及び指定されている必修科目を含めて26 単位以上修得し、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文又は特定の課題に関する研究の成
果（以下「特定課題研究等」という。）の審査及び最終試験に合格すれば特別研究 II（4 単位）が認定され、本専攻を修了することができる。修了した者には、修士の学位が授与される。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：本専攻は、文化行政・学芸員専門職コース、高校国語教員専門職コース、英語教育専門職コースの 3 専門職コースと歴史学研究コース、日本・東アジア文化学研究コース、欧
米米文化学研究コースの 3 研究コースからなる。歴史学・考古学・民俗学・言語・文学等の諸領域において、専門職コースでは、学術的知見を基盤に実践的能力を養い高度専門職業人を養成する
観点から、履修計画に従った科目を段階的に設定し、研究コースでは、それぞれの学術領域の基礎を修め、博士後期課程において専門を深めうる研究の担い手を養成する観点からカリキュラムを
編成している。1 年次にタームペーパー、2 年次に修士論文を提出する。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

本専攻では、歴史学、考古学、民俗学、
日本･東アジアの言語と文学、欧米の言語
と文学の諸領域について専門的知識を獲
得するためにカリキュラムを編成してい
る。文化行政・学芸員、高校国語教員、
英語教育の各専門職コースにおいては、
加えて実習、演習等の実践的なカリキュ
ラムを、歴史学、日本・東アジア文化学、
欧米文化学の各研究コースでは、文献・
史料の読解・分析能力を修得するようカ
リキュラムを編成している。

文化行政・学芸員専門職コースでは、
文化財行政等に関する共通プログラ
ムと専門教育プログラムを組み合わ
せ、高校国語教員専門職コースでは、
関連科目を幅広く、英語教育専門職
コースでは、言語学・教育学・心理
学等の学際的領域と関わる科目を履
修させている。研究コースでは、日
本、東アジア、欧米の文化を分野横
断的及び学際的に捉え研究できる能
力を育成しており、専攻としてカリ
キュラムを学際的に構成している。

グローバルな実践能力を修得するカリ
キュラムを編成している。英語教育専門
職コースでは、異文化理解のための教育
実践能力を高める科目を提供している。
日本、東アジアを含む広い視野に立脚し
た研究能力を修得するため、歴史学研究
コースでは実習・実地調査を、日本・東
アジア文化学研究コースでは、フィール
ドワーク等の方法論を実施する。欧米文
化学研究コースでは、外国の大学等での
修得単位を修了要件単位に算入している。

地域のリーダー力を育成するカリキュラ
ムを編成している。文化行政・学芸員専
門職コースでは、地域の文化行政を担当
する能力の修得を目的として、インター
ンシップ等をカリキュラム化している。
高校国語教員、英語教育専門職コースで
は、地域の現職高校教員を対象に、実践
的指導力を育成する演習科目等を提供し
ている。歴史学研究コースでは、地域の
歴史研究とともに、遺跡や古文書、地域
の民俗を対象とした調査実習を行ってい
る。

日本語研究と高校国語

日本古典文学研究と高校国語

日本近現代文学研究と高校国語

中国古典文学研究と高校国語
読みの方法と実践

日本文化論

日本語史論

日本語構造論

日本文学史論

中国古典文学論

東アジア文化論



社会文化科学教育部前期課程 文化学専攻 英語教育専門職コース カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

当該課程の標準修業年限 2 年以上在学し、特別研究 I（4 単位）及び指定されている必修科目を含めて 26 単位以上修得し、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文又は特定の課題に関する研究の成
果（以下「特定課題研究等」という。）の審査及び最終試験に合格すれば特別研究 II（4 単位）が認定され、本専攻を修了することができる。修了した者には、修士の学位が授与される。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：本専攻は、文化行政・学芸員専門職コース、高校国語教員専門職コース、英語教育専門職コースの 3 専門職コ -61-ースと歴史学研究コース、日本・東アジア文化学研究コース、
欧米米文化学研究コースの 3 研究コースからなる。歴史学・考古学・民俗学・言語・文学等の諸領域において、専門職コースでは、学術的知見を基盤に実践的能力を養い高度専門職業人を養成す
る観点から、履修計画に従った科目を段階的に設定し、研究コースでは、それぞれの学術領域の基礎を修め、博士後期課程において専門を深めうる研究の担い手を養成する観点からカリキュラム
を編成している。1 年次にタームペーパー、2 年次に修士論文を提出する。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

本専攻では、歴史学、考古学、民俗学、
日本･東アジアの言語と文学、欧米の言語
と文学の諸領域について専門的知識を獲
得するためにカリキュラムを編成してい
る。文化行政・学芸員、高校国語教員、
英語教育の各専門職コースにおいては、
加えて実習、演習等の実践的なカリキュ
ラムを、歴史学、日本・東アジア文化学、
欧米文化学の各研究コースでは、文献・
史料の読解・分析能力を修得するようカ
リキュラムを編成している。

文化行政・学芸員専門職コースでは、
文化財行政等に関する共通プログラ
ムと専門教育プログラムを組み合わ
せ、高校国語教員専門職コースでは、
関連科目を幅広く、英語教育専門職
コースでは、言語学・教育学・心理
学等の学際的領域と関わる科目を履
修させている。研究コースでは、日
本、東アジア、欧米の文化を分野横
断的及び学際的に捉え研究できる能
力を育成しており、専攻としてカリ
キュラムを学際的に構成している。

グローバルな実践能力を修得するカリ
キュラムを編成している。英語教育専門
職コースでは、異文化理解のための教育
実践能力を高める科目を提供している。
日本、東アジアを含む広い視野に立脚し
た研究能力を修得するため、歴史学研究
コースでは実習・実地調査を、日本・東
アジア文化学研究コースでは、フィール
ドワーク等の方法論を実施する。欧米文
化学研究コースでは、外国の大学等での
修得単位を修了要件単位に算入している。

地域のリーダー力を育成するカリキュラ
ムを編成している。文化行政・学芸員専
門職コースでは、地域の文化行政を担当
する能力の修得を目的として、インター
ンシップ等をカリキュラム化している。
高校国語教員、英語教育専門職コースで
は、地域の現職高校教員を対象に、実践
的指導力を育成する演習科目等を提供し
ている。歴史学研究コースでは、地域の
歴史研究とともに、遺跡や古文書、地域
の民俗を対象とした調査実習を行ってい
る。

英語教育内容開発論英語教育研究法 応用音声学演習

英語教育統計学

修士論文

応用言語学特論 第二言語習得応用論

英語教育評価論

英語教育方法論

英語語彙習得論

英語授業実践演習

基盤科目群



社会文化科学教育部前期課程 文化学専攻 歴史学研究コース カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

当該課程の標準修業年限 2 年以上在学し、特別研究 I（4 単位）及び指定されている必修科目を含めて 26 単位 以上修得し、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文又は特定の課題に関する研究の
成果（以下「特定課題研究 等」という。）の審査及び最終試験に合格すれば特別研究 II（4 単位）が認定され、本専攻を修了することができ る。修了した者には、修士の学位が授与される。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：本専攻は、文化行政・学芸員専門職コース、高校国語教員専門職コース、英語教育専門職コースの 3 専門職コ -61- ースと歴史学研究コース、日本・東アジア文化学研究コー
ス、欧米米文化学研究コースの 3 研究コースからなる。 歴史学・考古学・民俗学・言語・文学等の諸領域において、専門職コースでは、学術的知見を基盤に実践的能力 を養い高度専門職業人を養
成する観点から、履修計画に従った科目を段階的に設定し、研究コースでは、それぞ れの学術領域の基礎を修め、博士後期課程において専門を深めうる研究の担い手を養成する観点からカリキュ
ラ ムを編成している。1 年次にタームペーパー、2 年次に修士論文を提出する。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

本専攻では、歴史学、考古学、民俗学、
日本･東アジアの言語と文学、欧米の言語
と文学の諸領域について専門 的知識を獲
得するためにカリキュラムを編成してい
る。文化行政・学芸員、高校国語教員、
英語教育の各専門職 コースにおいては、
加えて実習、演習等の実践的なカリキュ
ラムを、歴史学、日本・東アジア文化学、
欧米文化 学の各研究コースでは、文献・
史料の読解・分析能力を修得するようカ
リキュラムを編成している。

文化行政・学芸員専門職コースでは、
文化財行政等に関する共通プログラ
ムと専門教育プログラムを組み合わ
せ、高校国語教員専門職コースでは、
関連科目を幅広く、英語教育専門職
コースでは、言語学・教育学・心理
学 等の学際的領域と関わる科目を履
修させている。研究コースでは、日
本、東アジア、欧米の文化を分野横
断的及 び学際的に捉え研究できる能
力を育成しており、専攻としてカリ
キュラムを学際的に構成している。

グローバルな実践能力を修得するカリ
キュラムを編成している。英語教育専門
職コースでは、異文化理解のた めの教育
実践能力を高める科目を提供している。
日本、東アジアを含む広い視野に立脚し
た研究能力を修得する ため、歴史学研究
コースでは実習・実地調査を、日本・東
アジア文化学研究コースでは、フィール
ドワーク等の 方法論を実施する。欧米文
化学研究コースでは、外国の大学等での
修得単位を修了要件単位に算入している。

地域のリーダー力を育成するカリキュラ
ムを編成している。文化行政・学芸員専
門職コースでは、地域の文化 行政を担当
する能力の修得を目的として、インター
ンシップ等をカリキュラム化している。
高校国語教員、英語 教育専門職コースで
は、地域の現職高校教員を対象に、実践
的指導力を育成する演習科目等を提供し
ている。歴 史学研究コースでは、地域の
歴史研究とともに、遺跡や古文書、地域
の民俗を対象とした調査実習を行ってい
る。

東アジア考古学

日本考古学

考古学資料論

考古学実習２
アジア政治・経済史論

アジア地域社会論

西洋政治・経済史論

西洋地域社会史論

西洋近代史論 日本近代史論

日本地域社会史論

日本政治・経済史論

インターンシップ

アジア史研究方法論

西洋史研究方法論 日本史研究方法論

文化史研究方法論 考古学実習１ アジア比較社会論

比較文化史論

日本近代思想史論 地域資料論

文献史料論

文化財保護論



社会文化科学教育部前期課程 文化学専攻 日本・東アジア文化学研究コース カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

当該課程の標準修業年限 2 年以上在学し、特別研究 I（4 単位）及び指定されている必修科目を含めて 26 単位以上修得し、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文又は特定の課題に関する研究の成
果（以下「特定課題研究等」という。）の審査及び最終試験に合格すれば特別研究 II（4 単位）が認定され、本専攻を修了することができる。修了した者には、修士の学位が授与される。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グローバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：
本専攻は、文化行政・学芸員専門職コース、高校国語教員専門職コース、英語教育専門職コースの 3 専門職コースと歴史学研究コース、日本・東アジア文化学研究コース、欧米米文化学研究コースの 3 研究コースからなる。
歴史学・考古学・民俗学・言語・文学等の諸領域において、専門職コースでは、学術的知見を基盤に実践的能力 を養い高度専門職業人を養成する観点から、履修計画に従った科目を段階的に設定し、研究コースでは、それぞ
れの学術領域の基礎を修め、博士後期課程において専門を深めうる研究の担い手を養成する観点からカリキュラ ムを編成している。1 年次にタームペーパー、2 年次に修士論文を提出する。

特別研究Ⅰ

本専攻では、歴史学、考古学、民俗学、
日本･東アジアの言語と文学、欧米の言語
と文学の諸領域について専門的知識を獲
得するためにカリキュラムを編成してい
る。文化行政・学芸員、高校国語教員、
英語教育の各専門職コースにおいては、
加えて実習、演習等の実践的なカリキュ
ラムを、歴史学、日本・東アジア文化学、
欧米文化学の各研究コースでは、文献・
史料の読解・分析能力を修得するようカ
リキュラムを編成している。

文化行政・学芸員専門職コースでは、
文化財行政等に関する共通プログラ
ムと専門教育プログラムを組み合わ
せ、高校国語教員専門職コースでは、
関連科目を幅広く、英語教育専門職
コースでは、言語学・教育学・心理
学等の学際的領域と関わる科目を履
修させている。研究コースでは、日
本、東アジア、欧米の文化を分野横
断的及び学際的に捉え研究できる能
力を育成しており、専攻としてカリ
キュラムを学際的に構成している。

グローバルな実践能力を修得するカリ
キュラムを編成している。英語教育専門
職コースでは、異文化理解のための教育
実践能力を高める科目を提供している。
日本、東アジアを含む広い視野に立脚し
た研究能力を修得するため、歴史学研究
コースでは実習・実地調査を、日本・東
アジア文化学研究コースでは、フィール
ドワーク等の方法論を実施する。欧米文
化学研究コースでは、外国の大学等での
修得単位を修了要件単位に算入している。

地域のリーダー力を育成するカリキュラ
ムを編成している。文化行政・学芸員専
門職コースでは、地域の文化行政を担当
する能力の修得を目的として、インター
ンシップ等をカリキュラム化している。
高校国語教員、英語教育専門職コースで
は、地域の現職高校教員を対象に、実践
的指導力を育成する演習科目等を提供し
ている。歴史学研究コースでは、地域の
歴史研究とともに、遺跡や古文書、地域
の民俗を対象とした調査実習を行ってい
る。

日本文化論日本文学史論

日本語史論日本語構造論 民俗形成論

民俗学調査実習

比較民俗文化論

フィールドワーク論中国古典文学論 中国現代文学論

中国古典言語論 中国現代言語論

修 士 論 文 ・特 定 の 課 題 に 関 す る 研 究特別研究Ⅱ

東アジア文化論 東アジア文化交渉論



社会文化科学教育部前期課程 文化学専攻 欧米文化学研究コース カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

当該課程の標準修業年限 2 年以上在学し、特別研究 I（4 単位）及び指定されている必修科目を含めて 26 単位 以上修得し、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文又は特定の課題に関する研究の
成果（以下「特定課題研究 等」という。）の審査及び最終試験に合格すれば特別研究 II（4 単位）が認定され、本専攻を修了することができ る。修了した者には、修士の学位が授与される。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：本専攻は、文化行政・学芸員専門職コース、高校国語教員専門職コース、英語教育専門職コースの 3 専門職コ -61- ースと歴史学研究コース、日本・東アジア文化学研究コー
ス、欧米米文化学研究コースの 3 研究コースからなる。 歴史学・考古学・民俗学・言語・文学等の諸領域において、専門職コースでは、学術的知見を基盤に実践的能力 を養い高度専門職業人を養
成する観点から、履修計画に従った科目を段階的に設定し、研究コースでは、それぞ れの学術領域の基礎を修め、博士後期課程において専門を深めうる研究の担い手を養成する観点からカリキュ
ラ ムを編成している。1 年次にタームペーパー、2 年次に修士論文を提出する。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

本専攻では、歴史学、考古学、民俗学、
日本･東アジアの言語と文学、欧米の言語
と文学の諸領域について専門 的知識を獲
得するためにカリキュラムを編成してい
る。文化行政・学芸員、高校国語教員、
英語教育の各専門職 コースにおいては、
加えて実習、演習等の実践的なカリキュ
ラムを、歴史学、日本・東アジア文化学、
欧米文化 学の各研究コースでは、文献・
史料の読解・分析能力を修得するようカ
リキュラムを編成している。

文化行政・学芸員専門職コースでは、
文化財行政等に関する共通プログラ
ムと専門教育プログラムを組み合わ
せ、高校国語教員専門職コースでは、
関連科目を幅広く、英語教育専門職
コースでは、言語学・教育学・心理
学 等の学際的領域と関わる科目を履
修させている。研究コースでは、日
本、東アジア、欧米の文化を分野横
断的及 び学際的に捉え研究できる能
力を育成しており、専攻としてカリ
キュラムを学際的に構成している。

グローバルな実践能力を修得するカリ
キュラムを編成している。英語教育専門
職コースでは、異文化理解のた めの教育
実践能力を高める科目を提供している。
日本、東アジアを含む広い視野に立脚し
た研究能力を修得する ため、歴史学研究
コースでは実習・実地調査を、日本・東
アジア文化学研究コースでは、フィール
ドワーク等の 方法論を実施する。欧米文
化学研究コースでは、外国の大学等での
修得単位を修了要件単位に算入している。

地域のリーダー力を育成するカリキュラ
ムを編成している。文化行政・学芸員専
門職コースでは、地域の文化 行政を担当
する能力の修得を目的として、インター
ンシップ等をカリキュラム化している。
高校国語教員、英語 教育専門職コースで
は、地域の現職高校教員を対象に、実践
的指導力を育成する演習科目等を提供し
ている。歴 史学研究コースでは、地域の
歴史研究とともに、遺跡や古文書、地域
の民俗を対象とした調査実習を行ってい
る。

英語学研究

翻訳研究（英語）

欧米文化論 西洋音楽文化研究

ドイツ文学研究

ドイツ語圏文化史研究

翻訳研究（ドイツ語）

応用ドイツ語研究

フランス文学研究

フランス文化研究

翻訳表現研究（フランス語）

応用フランス語研究

アメリカ文学研究

英語圏文学研究



社会文化科学教育部前期課程 教授システム学専攻 カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：
当該課程の標準修業年限2年以上在学し、修了要件単位数30単位以上（必修科目:22単位、選択科目:8単位以上）を修得し、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文又は特定の課題に関する研究の成果（以下「特定課題研究
等」という。）の審査及び最終試験に合格すれば本専攻を修了することができる。修了した者には、修士の学位が授与される。
ただし、優れた業績を挙げた者は、1年又は1年半の在学で修了することができる。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グローバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：
本専攻では、eラーニングを概観する入門科目の直後に教授システム学専攻の4つの柱（「インストラクショナルデザイン」、「情報通信技術」、「知的財産権」、「マネジメント」）の必修基礎科目を配置し、それらで修
得した基礎知識・スキルを多様な実践的場面に応用する科目やそれぞれの柱を深める科目での学修へと進む、螺旋形カリキュラムを編成する。
修了生コンピテンシーのうち、コア12個は必須科目で充当し、全員が達成できるように体系化する。一方で、オプション７個は選択科目で充当し、広範囲の専門性を追究可能にする。能力修得に直結した実践的な課題を各科
目に設けて構造化し、前提科目を各科目に設定して後続科目を系列化する。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

高度専門職業人となるために必要な専門的
知識・技能を修了生コンピテンシーとして
定めて専攻Webサイトで公開している
（http://www.gsis.kumamoto-
u.ac.jp/gsis/concept_2/）。各科目の課題は
コンピテンシーに直結させることで、応用
レベルでの専門的知識・技能の修得を確実
にし、最終試験ではポートフォリオ評価で
その修得度を自ら確認させる。
さらに、修士論文または特定課題研究等に
取り組む中で、専門的知識・技能の高度化
を図ると同時に、基礎的な研究力修得の機
会を提供する。

教授システム学はそれ自体が学際的領域で
あり、教育学的基盤と情報学的基盤の面か
ら教養力の基礎を構築する科目を提供する。
また、広範な領域でステークホルダごとの
着眼点に即した提案を行う力を培う選択科
目を情報リテラシー・外国語教育・職業人
教育訓練・高等教育・医療教育等の領域別
に設ける。また、教授システム学の隣接領
域を学べる選択科目群を設定し、高度で普
遍性のある教養力、知識統合能力、問題解
決力を身に付けるカリキュラムを編成する。

教育におけるグローバルな共通言語である
教授システム学の実務に直結した専門知
識・技能を修得することで、グローバルな
視野と行動力を身に付けるカリキュラムを
編成する。
また、高等教育機関や民間教育事業者にお
ける国際戦略の策定及び展開、国際産学連
携、あるいは国際協力の現場、特に人材育
成分野におけるeラーニング導入の視点を
扱う選択科目群を設定することにより、グ
ローバルな視野と行動力を身に付ける機会
を提供する。

コアコンピテンシーの一つ「開発チームの
リーダーとして、コース開発プロジェクト
を遂行できる」に関連する課題に取り組む
ことにより、特に教育の側面から地域社会
を牽引する各種プロジェクト遂行力並びに
リーダー力を身に付ける機会を全員に提供
する。
さらに、マネジメント系の選択科目の修得
により、人事戦略やマーケットニーズに基
づいて教育サービス・教育ビジネスの戦略
を提案できる能力を修得する機会を提供す
る。

ｅラーニング概論インストラクショナル・デザインⅠ
ポートフォリオ演習Ⅰ

ポートフォリオ演習Ⅱ

インストラクショナル・デザインⅡ

ネットワーク上の知
的財産権及び私権

学習支援情報通信
システム論 基盤的教育論

基盤的情報処理論

ｅラーニング実践演習Ⅰ

ｅラーニング実践演習Ⅱ

遠隔教育実践論

教育ビジネス経営論



社会文化科学教育部後期課程 人間・社会科学専攻 公共政策学領域 カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

学位は、博士後期課程を修了した者に対して授与する。修了の要件は、本課程に 3 年以上在学し、所定の単位（必修科目を含む 14 単位以上）を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、学位
論文の審査及び最終試験に合格することが必要である。ただし、優れた業績を上げた者は、2 年の在学で修了することができる。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

３
年
次

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：本専攻は、公共政策学、法学、交渉紛争解決学、先端倫理学、フィールドリサーチ、認知哲学・心理学の６領域からなる。博士前期課程の法政・紛争解決学専攻、現代社会人
間学専攻を受けて、法学、政治学、経済学、経営学、コミュニケーション情報学、比較文化・社会論、哲学、倫理学、社会学、地域社会学、文化人類学、地理学、言語学、芸術学、心理学等各領
域及びそれらを融合して構築される諸領域において、学術研究の発展を担うために必要な知識・能力を修得できるカリキュラムを編成する。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

総合演習

公共政策学を構成する政治学、行政学、
政策科学、経済学等の学問分野のうち、
いずれか専門とする分野に関する高度な
知識を持ち、公共政策的な問題領域にお
いて課題を発見・追究し、当該領域の研
究に新たな知見を加えることができる能
力を修得できるカリキュラムを編成する。

公共政策学内の他の構成科目及び隣接
諸科学に関する知識、さらには、公共
政策学が対象とする社会の諸問題、状
況・動向等に対する知識を修得できる
カリキュラムを編成する。

英語での論文講読や外国の研究者との意
見交換、情報交換ができ、国内外におけ
る研究動向を俯瞰する力を修得できるカ
リキュラムを編成する。

地域社会の公共政策的な課題に対して、自
分の専門知識を核にその周辺分野の知識も
動員して、取組み方法あるいは解決への
道筋を示す能力を修得できるカリキュラム
を編成する。

現代教育システム論演習

国際アクティヴィティ

行政ガバナンス論演習

行政学演習 現代政治行政論演習 現代政治行政論演習

国際関係論演習 日本政治外交史論演習

経済政策論演習

公共経済論演習

地域経済論演習 地域政策論演習

社会哲学論演習

農村政策論演習

環境政策論演習

経営管理論演習

財政政策論演習

都市交通政策論演習

福祉保健医療政策論演習

地域政策分析論演習



比較行政法論演習

社会文化科学教育部後期課程 人間・社会科学専攻 法学領域 カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

学位は、博士後期課程を修了した者に対して授与する。修了の要件は、本課程に 3 年以上在学し、所定の単位（必修科目を含む 14 単位以上）を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、学位
論文の審査及び最終試験に合格することが必要である。ただし、優れた業績を上げた者は、2 年の在学で修了することができる。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

３
年
次

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：本専攻は、公共政策学、法学、交渉紛争解決学、先端倫理学、フィールドリサーチ、認知哲学・心理学の６領域からなる。博士前期課程の法政・紛争解決学専攻、現代社会人
間学専攻を受けて、法学、政治学、経済学、経営学、コミュニケーション情報学、比較文化・社会論、哲学、倫理学、社会学、地域社会学、文化人類学、地理学、言語学、芸術学、心理学等各領
域及びそれらを融合して構築される諸領域において、学術研究の発展を担うために必要な知識・能力を修得できるカリキュラムを編成する。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

総合演習

法学の特定領域（憲法学、民法学、民事訴
訟法学、刑法学などの六法科目、労働法学、
租税法学、国際法学などの実定法科目、
法哲学、西洋法制史、法社会学などの基礎
法学のうちの一つ）に関する高度な専門
知識を有し、当該領域における課題発見、
原因追究及び課題解決のための研究能力を
修得できるカリキュラムを編成する。

法学と密接にかかわる隣接科学（政
治学、経済学、社会学、哲学、倫理
学、財政学、ADR 論、統計学など）
に対する深い関心と幅広い教養的知
識を修得できるカリキュラムを編成
する。

特定領域の具体的問題に関して、少な
くとも比較法的見地から取り組むこと
ができるための高度な知識と幅広い視
野を有し、問題解決のための調査・研
究など積極的な行動力を修得できるカ
リキュラムを編成する。

地域における諸課題の解決に主導的に貢献
する能力を修得できるカリキュラムを編成
する。

比較憲法論演習

比較民事法論演習

比較民事手続法論演習比較刑事法論演習

比較刑事手続法論演習

比較租税法論演習

社会保障法政策論演習

労働法政策論演習

経済法システム論演習

国際政策論演習

国際共生制度論演習

社会倫理学演習



社会文化科学教育部後期課程 人間・社会科学専攻 交渉紛争解決学領域 カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

学位は、博士後期課程を修了した者に対して授与する。修了の要件は、本課程に 3 年以上在学し、所定の単位（必修科目を含む 14 単位以上）を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、学位
論文の審査及び最終試験に合格することが必要である。ただし、優れた業績を上げた者は、2 年の在学で修了することができる。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

３
年
次

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：本専攻は、公共政策学、法学、交渉紛争解決学、先端倫理学、フィールドリサーチ、認知哲学・心理学の６領域からなる。博士前期課程の法政・紛争解決学専攻、現代社会人
間学専攻を受けて、法学、政治学、経済学、経営学、コミュニケーション情報学、比較文化・社会論、哲学、倫理学、社会学、地域社会学、文化人類学、地理学、言語学、芸術学、心理学等各領
域及びそれらを融合して構築される諸領域において、学術研究の発展を担うために必要な知識・能力を修得できるカリキュラムを編成する。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

コミュニケーション論、交渉論、紛争解
決論などの視点から、問題事例・交渉事
例・紛争事例の分析を重ね、交渉による
紛争解決と合意形成の理論と技法につい
て高度な知識を修得できるカリキュラム
を編成する。

学修科目を通して紛争解決の専門家に
要求される理解力・洞察力を、また、
分野横断的な演習科目を通してコンフ
リクトに対する柔軟な研究態度を修得
できるカリキュラムを編成する。

交渉による紛争解決と合意形成の理論と
技法について高度な知識を身に付けるこ
とにより、実社会の紛争場面におけるグ
ローバルな実践的能力を修得できるカリ
キュラムを編成する。

交渉による紛争解決と合意形成の理論と
技法について高度な知識を身に付けるこ
とにより、実社会の紛争場面における
地域社会のリーダーとして、実践的な能
力を修得できるカリキュラムを編成する。

交渉学演習 紛争解決学演習

コミュニケー
ション論演習

公共政策マネジ
メント演習

研究方法論



社会文化科学教育部後期課程 人間・社会科学専攻 先端倫理学領域 カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

学位は、博士後期課程を修了した者に対して授与する。修了の要件は、本課程に 3 年以上在学し、所定の単位（必修科目を含む 14 単位以上）を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、学位
論文の審査及び最終試験に合格することが必要である。ただし、優れた業績を上げた者は、2 年の在学で修了することができる。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

３
年
次

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：本専攻は、公共政策学、法学、交渉紛争解決学、先端倫理学、フィールドリサーチ、認知哲学・心理学の６領域からなる。博士前期課程の法政・紛争解決学専攻、現代社会人
間学専攻を受けて、法学、政治学、経済学、経営学、コミュニケーション情報学、比較文化・社会論、哲学、倫理学、社会学、地域社会学、文化人類学、地理学、言語学、芸術学、心理学等各領
域及びそれらを融合して構築される諸領域において、学術研究の発展を担うために必要な知識・能力を修得できるカリキュラムを編成する。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

総合演習

現代社会の倫理的諸問題を理論的・実証的
に研究するために必要な、生命倫理学、環
境倫理学、ビジネス倫理学、脳神経倫理
学、政治哲学等の現代の倫理学に関する高
度な知識とともに倫理学理論に関する高度
な知識を修得できるカリキュラムを編成す
る。

生命倫理学、環境倫理学、ビジネス
倫理学、脳神経倫理学、政治哲学等
の現代の倫理学の研究に不可欠な生
命科学、自然科学、社会科学の幅広
い知識を修得できるカリキュラムを
編成する。

語学力を基礎に、世界的規模にわたる現代
の倫理的諸問題の研究に必要な普遍的な視
野を修得できるカリキュラムを編成する。

現代の倫理的諸問題の研究において、普
遍的視野と問題の生じる現場の知識を修
得し、地域における倫理的諸問題解決に
主導的に貢献する能力を修得できるカリ
キュラムを編成する。

現代先端倫理論演習 現代倫理論演習

先端倫理調査演習

生命環境倫理論演習 医療福祉社会論演習



社会文化科学教育部後期課程 人間・社会科学専攻 フィールドリサーチ領域 カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

学位は、博士後期課程を修了した者に対して授与する。修了の要件は、本課程に3 年以上在学し、所定の単位（必修科目を含む14 単位以上）を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、学位論
文の審査及び最終試験に合格することが必要である。ただし、優れた業績を上げた者は、2 年の在学で修了することができる。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

３
年
次

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：本専攻は、公共政策学、法学、交渉紛争解決学、先端倫理学、フィールドリサーチ、認知哲学・心理学の６領域からなる。博士前期課程の法政・紛争解決学専攻、現代社会人
間学専攻を受けて、法学、政治学、経済学、経営学、コミュニケーション情報学、比較文化・社会論、哲学、倫理学、社会学、地域社会学、文化人類学、地理学、言語学、芸術学、心理学等各領
域及びそれらを融合して構築される諸領域において、学術研究の発展を担うために必要な知識・能力を修得できるカリキュラムを編成する。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

総合演習

社会学・地域社会学・文化人類学・地理
学・言語学・芸術学などの分野における
フィールドでの研究方法に関する高度な
知識を持ち、研究課題に応じて調査を立
案・実施し、報告書をまとめることを通
じ、当該分野に新たな知見を加える能力
を修得できるカリキュラムを編成する。

人間科学および社会科学に関する幅
広い知識を修得できるカリキュラム
を編成する。

英語あるいは他の外国語の論文を参照す
ることにより国内外における研究動向を
俯瞰し、自分の研究内容を英語または他
の外国語で説明する能力を修得できるカ
リキュラムを編成する。

先端的な知識を一般の人にも分かるよう
に説明できる能力を修得できるカリキュ
ラムを編成する。

フィールドリサーチ
論演習

プロジェクト研究
超域言語文
化分析演習

現代言語調
査分析演習

多元文化社
会論演習

社会・文化人
類学演習

文化政策
論演習

民俗調査分析演習

民俗文化論
演習

宗教文化論
演習

地域社会政策論演習

地理空間
論演習

比較文化論演習

地域構造論
演習

地域環境
政策論

社会問題論
演習

歴史社会学演習

地域調査
論演習



社会文化科学教育部後期課程 人間・社会科学専攻 認知哲学・心理学領域 カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

学位は、博士後期課程を修了した者に対して授与する。修了の要件は、本課程に 3 年以上在学し、所定の単位（必修科目を含む 14 単位以上）を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、学位
論文の審査及び最終試験に合格することが必要である。ただし、優れた業績を上げた者は、2 年の在学で修了することができる。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

３
年
次

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：本専攻は、公共政策学、法学、交渉紛争解決学、先端倫理学、フィールドリサーチ、認知哲学・心理学の６領域からなる。博士前期課程の法政・紛争解決学専攻、現代社会人
間学専攻を受けて、法学、政治学、経済学、経営学、コミュニケーション情報学、比較文化・社会論、哲学、倫理学、社会学、地域社会学、文化人類学、地理学、言語学、芸術学、心理学等各領
域及びそれらを融合して構築される諸領域において、学術研究の発展を担うために必要な知識・能力を修得できるカリキュラムを編成する。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

総合演習

認知哲学では現象を論理的に考察するた
めに必要な知識と思考力を、心理学では、
行動測定や行動観察を通して心の働きを
実証的に調べるために必要な知識と技能
を修得できるカリキュラムを編成する。

認知科学および隣接諸科学に関する幅
広い知識を修得できるカリキュラムを
編成する。

英語での論文講読ができ、国内外におけ
る研究動向を俯瞰する力を身に付け、心
理学においては、海外での学会発表も
できる能力を修得できるカリキュラムを
編成する。

先端的な知識を一般の人にも分かるよ
うに説明できる能力を修得できるカリ
キュラムを編成する。

認知現象論演習

言語哲学特論演習

心理行動論演習

認知心理システム論演習



社会文化科学教育部後期課程 文化学専攻 英語教授学領域 カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

学位は、当該課程を修了した者に対して授与する。修了の要件は、当該課程に 3 年以上在学し、所定の単位（必修科目を含む 14 単位以上）を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、学位論
文の審査及び最終試験に合格することが必要である。ただし、優れた業績を上げた者は、2 年の在学で修了することができる。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

３
年
次

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：本専攻は英語教授学、歴史学、日本・東アジア文化学、欧米文化学の４領域からなる。前期課程での高度専門職、研究者育成カリキュラムを引き継ぎ、より高度な知識・能力
を修得しうるカリキュラム構成を行っている。授業科目は、主として(1)総合演習（1 年次の必修科目であり、最新の理論や実践的成果を扱うゼミナールと研究計画・経過の発表討論を行う）、(2)
個別演習（(1)以上に専門的な分野に即した調査・分析能力の強化を目標とする科目であり、内容に応じてゼミナール、フィールドワークまたはワークショップが行われる）、(3)特論（より高度な
知識、応用力を修得する科目で、講義やワークショップ形式で行う）、(4)特別研究（複数の指導教員からの博士論文作成に向けての個別指導）からなる。これらに加えて、研究経過報告会（年に 1 
度行われ、在学中 2 回発表することが義務づけられている）、ならびに教員と学生の共同研究プロジェクト（「プロジェクト研究」として単位化）を実施している。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

総合演習

各領域において、特論・演習・特別研究を
各々実施している。そこでは、本専攻を構
成する英語教授学、歴史学、考古学、民俗
学、語学、文学における最新の研究成果、
現在における各学会での論点や新たな説を
学び、史資料を用いた読解、遺跡や現場に
おける調査・発掘・記録、調査資料分析と
論文構成等々、高度な学問的訓練を実施し
ている。研究活動を行う上で必要な専門的
かつ実践的知識・技能を修得しうるカリ
キュラム構成となっている。

英語教授学、歴史学、考古学、民俗学、
語学、文学の専門学問領域で、本専攻
の各領域は構成される。一方で、理論、
応用論、方法論や、社会構造論、社会
規範論、文化行政論、そして調査分析
論、経営・社会論等、各専門領域に共
通するテーマによる特論、演習を設け
ている。所属学生は、専門・領域を超
えてこれらを相互に受講することが可
能である。カリキュラムは学際的に構
成されている。

英語教授学領域では英語を介したグロー
バル化への対応力を育成するための理論、
方法、実践についての演習が組まれ、
歴史学領域では日本・東洋・西洋・北ア
ジアと世界を網羅する歴史学、考古学の
演習・特論が組まれ、日本・東アジア
文化学領域、欧米文化学領域では日本・
中国から英米・ドイツ・フランスに至る
文学・語学と、民俗文化調査の特論・
演習が組まれ、グローバルな行動力を養
成するカリキュラム構成となっている。

英語教授学領域では地域における英語教
員のリーダー育成を目的として、応用言
語学、第二言語習得論等の特別演習をカ
リキュラム化している。また歴史学領域
の遺跡遺物論、文書群解析の演習と文化
行政特論、日本・東アジア文化学領域の
民俗調査分析特論等は、地方の行政調査
として行われる文化資源調査のエキス
パートを育成するカリキュラムであり、
文化資源の発掘・調査・利活用等、文化
行政面でのリーダー力を養成するカリ
キュラム構成となっている。

言語習得理論特別演習

第二言語語彙習得論特別演習

第二言語習得論特別演習

博士論文

応用言語学特別演習



社会文化科学教育部後期課程 文化学専攻 歴史学領域 カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

学位は、当該課程を修了した者に対して授与する。修了の要件は、当該課程に 3 年以上在学し、所定の単位（必 修科目を含む 14 単位以上）を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、学位論
文の審査及び最終試験に合 格することが必要である。ただし、優れた業績を上げた者は、2 年の在学で修了することができる。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

３
年
次

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：本専攻は英語教授学、歴史学、日本・東アジア文化学、欧米文化学の４領域からなる。前期課程での高度専門 職、研究者育成カリキュラムを引き継ぎ、より高度な知識・能力
を修得しうるカリキュラム構成を行っている。 授業科目は、主として(1)総合演習（1 年次の必修科目であり、最新の理論や実践的成果を扱うゼミナールと研究 計画・経過の発表討論を行う）、(2)
個別演習（(1)以上に専門的な分野に即した調査・分析能力の強化を目標とす る科目であり、内容に応じてゼミナール、フィールドワークまたはワークショップが行われる）、(3)特論（より 高度
な知識、応用力を修得する科目で、講義やワークショップ形式で行う）、(4)特別研究（複数の指導教員から の博士論文作成に向けての個別指導）からなる。これらに加えて、研究経過報告会（年
に 1 度行われ、在学中 2 回発表することが義務づけられている）、ならびに教員と学生の共同研究プロジェクト（「プロジェクト研究」と して単位化）を実施している。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

総合演習

各領域において、特論・演習・特別研究を
各々実施している。そこでは、本専攻を構
成する英語教授学、歴史 学、考古学、民俗
学、語学、文学における最新の研究成果、
現在における各学会での論点や新たな説を
学び、史 資料を用いた読解、遺跡や現場に
おける調査・発掘・記録、調査資料分析と
論文構成等々、高度な学問的訓練を 実施し
ている。研究活動を行う上で必要な専門的
かつ実践的知識・技能を修得しうるカリ
キュラム構成となって いる。

英語教授学、歴史学、考古学、民俗学、
語学、文学の専門学問領域で、本専攻
の各領域は構成される。一方で、 理
論、応用論、方法論や、社会構造論、
社会規範論、文化行政論、そして調査
分析論、経営・社会論等、各専門 領
域に共通するテーマによる特論、演習
を設けている。所属学生は、専門・領
域を超えてこれらを相互に受講す る
ことが可能である。カリキュラムは学
際的に構成されている。

英語教授学領域では英語を介したグロー
バル化への対応力を育成するための理論、
方法、実践についての演習 が組まれ、
歴史学領域では日本・東洋・西洋・北ア
ジアと世界を網羅する歴史学、考古学の
演習・特論が組まれ、 日本・東アジア
文化学領域、欧米文化学領域では日本・
中国から英米・ドイツ・フランスに至る
文学・語学と、 民俗文化調査の特論・
演習が組まれ、グローバルな行動力を養
成するカリキュラム構成となっている。

英語教授学領域では地域における英語教
員のリーダー育成を目的として、応用言
語学、第二言語習得論等の特 別演習をカ
リキュラム化している。また歴史学領域
の遺跡遺物論、文書群解析の演習と文化
行政特論、日本・東 アジア文化学領域の
民俗調査分析特論等は、地方の行政調査
として行われる文化資源調査のエキス
パートを育成 するカリキュラムであり、
文化資源の発掘・調査・利活用等、文化
行政面でのリーダー力を養成するカリ
キュラ ム構成となっている。

東アジア比較社会文化構造要論 北アジア考古学演習

古代日本社会構造論演習

文書群解析演習

近代

Ⅱ



社会文化科学教育部後期課程 文化学専攻 日本・東アジア文化学領域 カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

学位は、当該課程を修了した者に対して授与する。修了の要件は、当該課程に 3 年以上在学し、所定の単位（必修科目を含む 14 単位以上）を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、学位論
文の審査及び最終試験に合格することが必要である。ただし、優れた業績を上げた者は、2 年の在学で修了することができる。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

３
年
次

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：本専攻は英語教授学、歴史学、日本・東アジア文化学、欧米文化学の４領域からなる。前期課程での高度専門職、研究者育成カリキュラムを引き継ぎ、より高度な知識・能力
を修得しうるカリキュラム構成を行っている。授業科目は、主として(1)総合演習（1 年次の必修科目であり、最新の理論や実践的成果を扱うゼミナールと研究計画・経過の発表討論を行う）、(2)
個別演習（(1)以上に専門的な分野に即した調査・分析能力の強化を目標とする科目であり、内容に応じてゼミナール、フィールドワークまたはワークショップが行われる）、(3)特論（より高度な
知識、応用力を修得する科目で、講義やワークショップ形式で行う）、(4)特別研究（複数の指導教員からの博士論文作成に向けての個別指導）からなる。これらに加えて、研究経過報告会（年に 1 
度行われ、在学中 2 回発表することが義務づけられている）、ならびに教員と学生の共同研究プロジェクト（「プロジェクト研究」として単位化）を実施している。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

総合演習

各領域において、特論・演習・特別研究を
各々実施している。そこでは、本専攻を構
成する英語教授学、歴史学、考古学、民俗
学、語学、文学における最新の研究成果、
現在における各学会での論点や新たな説を
学び、史資料を用いた読解、遺跡や現場に
おける調査・発掘・記録、調査資料分析と
論文構成等々、高度な学問的訓練を実施し
ている。研究活動を行う上で必要な専門的
かつ実践的知識・技能を修得しうるカリ
キュラム構成となっている。

英語教授学、歴史学、考古学、民俗学、
語学、文学の専門学問領域で、本専攻
の各領域は構成される。一方で、理論、
応用論、方法論や、社会構造論、社会
規範論、文化行政論、そして調査分析
論、経営・社会論等、各専門領域に共
通するテーマによる特論、演習を設け
ている。所属学生は、専門・領域を超
えてこれらを相互に受講することが可
能である。カリキュラムは学際的に構
成されている。

英語教授学領域では英語を介したグロー
バル化への対応力を育成するための理論、
方法、実践についての演習が組まれ、
歴史学領域では日本・東洋・西洋・北ア
ジアと世界を網羅する歴史学、考古学の
演習・特論が組まれ、日本・東アジア
文化学領域、欧米文化学領域では日本・
中国から英米・ドイツ・フランスに至る
文学・語学と、民俗文化調査の特論・
演習が組まれ、グローバルな行動力を養
成するカリキュラム構成となっている。

英語教授学領域では地域における英語教
員のリーダー育成を目的として、応用言
語学、第二言語習得論等の特別演習をカ
リキュラム化している。また歴史学領域
の遺跡遺物論、文書群解析の演習と文化
行政特論、日本・東アジア文化学領域の
民俗調査分析特論等は、地方の行政調査
として行われる文化資源調査のエキス
パートを育成するカリキュラムであり、
文化資源の発掘・調査・利活用等、文化
行政面でのリーダー力を養成するカリ
キュラム構成となっている。

日本近代文学特論

日本語史特論 日本古典文学特論
民俗文化特論

民俗調査分析特論

中国古典文学特論

中国近代文学特論

東アジア比較文化論

東アジア文化特論

中国現代語学特論

経営・社会文化論演習

日本現代文学特論

現代東アジア特論

中国近現代文学特論

プロジェクト研究

学 位 論 文

３．グローバルな視野と行動力



社会文化科学教育部後期課程 文化学専攻 欧米文化学領域 カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

学位は、当該課程を修了した者に対して授与する。修了の要件は、当該課程に 3 年以上在学し、所定の単位（必 修科目を含む 14 単位以上）を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、学位論
文の審査及び最終試験に合 格することが必要である。ただし、優れた業績を上げた者は、2 年の在学で修了することができる。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グリーバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

３
年
次

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：本専攻は英語教授学、歴史学、日本・東アジア文化学、欧米文化学の４領域からなる。前期課程での高度専門 職、研究者育成カリキュラムを引き継ぎ、より高度な知識・能力
を修得しうるカリキュラム構成を行っている。 授業科目は、主として(1)総合演習（1 年次の必修科目であり、最新の理論や実践的成果を扱うゼミナールと研究 計画・経過の発表討論を行う）、(2)
個別演習（(1)以上に専門的な分野に即した調査・分析能力の強化を目標とす る科目であり、内容に応じてゼミナール、フィールドワークまたはワークショップが行われる）、(3)特論（より 高度
な知識、応用力を修得する科目で、講義やワークショップ形式で行う）、(4)特別研究（複数の指導教員から の博士論文作成に向けての個別指導）からなる。これらに加えて、研究経過報告会（年
に 1 度行われ、在学中 2 回発表することが義務づけられている）、ならびに教員と学生の共同研究プロジェクト（「プロジェクト研究」と して単位化）を実施している。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

総合演習

各領域において、特論・演習・特別研究を
各々実施している。そこでは、本専攻を構
成する英語教授学、歴史 学、考古学、民俗
学、語学、文学における最新の研究成果、
現在における各学会での論点や新たな説を
学び、史 資料を用いた読解、遺跡や現場に
おける調査・発掘・記録、調査資料分析と
論文構成等々、高度な学問的訓練を 実施し
ている。研究活動を行う上で必要な専門的
かつ実践的知識・技能を修得しうるカリ
キュラム構成となって いる。

英語教授学、歴史学、考古学、民俗学、
語学、文学の専門学問領域で、本専攻
の各領域は構成される。一方で、 理
論、応用論、方法論や、社会構造論、
社会規範論、文化行政論、そして調査
分析論、経営・社会論等、各専門 領
域に共通するテーマによる特論、演習
を設けている。所属学生は、専門・領
域を超えてこれらを相互に受講す る
ことが可能である。カリキュラムは学
際的に構成されている。

英語教授学領域では英語を介したグロー
バル化への対応力を育成するための理論、
方法、実践についての演習 が組まれ、
歴史学領域では日本・東洋・西洋・北ア
ジアと世界を網羅する歴史学、考古学の
演習・特論が組まれ、 日本・東アジア
文化学領域、欧米文化学領域では日本・
中国から英米・ドイツ・フランスに至る
文学・語学と、 民俗文化調査の特論・
演習が組まれ、グローバルな行動力を養
成するカリキュラム構成となっている。

英語教授学領域では地域における英語教
員のリーダー育成を目的として、応用言
語学、第二言語習得論等の特 別演習をカ
リキュラム化している。また歴史学領域
の遺跡遺物論、文書群解析の演習と文化
行政特論、日本・東 アジア文化学領域の
民俗調査分析特論等は、地方の行政調査
として行われる文化資源調査のエキス
パートを育成 するカリキュラムであり、
文化資源の発掘・調査・利活用等、文化
行政面でのリーダー力を養成するカリ
キュラ ム構成となっている。

英米文学演習英米文学言語分析演習

ドイツ文学演習 ドイツ語学演習

フランス文学演習フランス語学演習



社会文化科学教育部後期課程 教授システム学専攻 カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

学位は、当該課程を修了した者に対して授与する。修了の要件は、当該課程を3年以上在学し、所定の単位（必修科目を含む16単位以上）を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、学位論文
の審査及び最終試験に合格することが必要である。
ただし、優れた業績を上げた者は、2年の在学で修了することができる。

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ３．グローバルな視野と行動力 4.地域社会を牽引するリーダー力

３
年
次

２
年
次

１
年
次

カリキュラムポリシー：

本専攻は、教授システム学領域の教育研究者を育成するために、教育工学における社会科学的な研究方法並びにeラーニングシステムに関する情報学的な研究方法を修得するとともに、教授システ
ム学研究の最新動向を把握し、研究者としての基礎力を修得できるカリキュラムを編成する。
領域全体を概観する「教授システム学研究総論」を必修科目とし、論文執筆を進めるための科目群以外の演習科目は、個々の学生の背景や学問的関心等に応じて柔軟な履修を可能とするため選択

科目とする。加えて、博士前期課程における選択科目を博士後期課程における自由科目として位置づけ、さらに広範な学修の機会を提供する。

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

総合演習

領域全体を概観する「教授システム学研究
総論」を必修科目とする上に、社会科学的
な研究方法並びに情報学的な研究方法につ
いての科目を各2単位以上修得することを
義務づけ、両面から研究力の基礎を培う機
会を提供する。また、教授システム学研究
の最新動向を把握できる科目を広範囲に設
置し、個々の学生の研究実績や論文執筆の
方向性に応じて適切な科目選択を履修指導
により実現する。

教育学領域（社会科学的な研究方法論）及
び情報学領域（情報学的な研究方法論）に
共通する基盤として量的・質的研究法演習
を位置づけるとともに、それ自体が学際的
領域である教授システム学分野における最
新動向を広範囲に把握できる選択科目群を
履修することによって、学際的領域を理解
できる深奥な教養力を修得できるカリキュ
ラムを編成する。

教育におけるグローバルな共通言語である
教授システム学研究の最先端を創出する研
究を進めることにより、グローバルな視野
と行動力を身に付けることができるカリ
キュラムを編成する。また、国際政策・戦
略を研究するための選択科目を提供する。
さらに、国際学会等への参加により、研究
成果を国内外に発表し、グローバルレベル
での教授システム学の発展に貢献する基礎
力と行動力を身に付けるための機会を提供
する。

教授システム学研究の最先端を創出する経
験を積むことにより、特に教育の側面から
地域社会における問題点を抽出し、それを
解決するリーダー力を身に付けるための機
会を提供する。また、情報学領域での研究
手法を適用することにより、地域社会間に
共通した問題解決手法の構築の基礎を修得
する機会となる選択科目を提供する。

教授システム学研究総論
量的研究法演習

質的研究法演習

コンテンツ開発研究法演習

学習支援システム開発研究法演習

教授システム設計研究論演習

教育政策・戦略研究論演習コンテンツ評価研究論演習

マルチメディア利用研究論演習
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